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朝
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３度目の緊急事態宣言が発出され
新規感染者数も増えています。
組合の取り組みや会議は慎重に開
催の可否を検討しますので、事前
に支部にお問い合わせください。

　

最
近
メ
デ
ィ
ア
で
良
く
耳
に

す
る
「
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

（
S
D
G
s
）」と
い
う
言
葉
。日

本
で
も
認
知
度
が
確
実
に
上
が

っ
て
お
り
私
も
１
日
１
度
は
耳

に
す
る
。
S
D
G
s
は
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
17
の
目
標
で
、
２
０
１
５
年

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
国
際
社
会
共
通
の
目
標
で

す
。
17
の
目
標
は
１
６
９
項
目

の
具
体
的
目
標
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
17
の
目
標
全
て
が
必
要

な
こ
と
だ
と
思
う
が
そ
の
な
か

で
も
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」「
飢

餓
を
ゼ
ロ
に
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
し
よ
う
」「
気
候
変
動

に
具
体
的
な
対
策
を
」
の
４
項

目
が
気
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
体
験
す
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

が
あ
り
、
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
み

る
と
良
く
わ
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
プ
レ
イ
し
て
み
る

と
よ
り
良
い
世
界
を
め
ざ
し
て

17
の
目
標
を
掲
げ
、
地
球
上
の

誰
一
人
と
し
て
不
幸
に
さ
せ
な

い
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
こ

と
が
良
く
理
解
で
き
ま
す
▼
７

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
い
ま
だ
終
息
し

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
に
命
の
危
険

を
冒
し
な
が
ら
日
々
対
応
す
る

医
療
従
事
者
が
足
り
な
い
の
に
、

組
織
委
員
会
か
ら
は
医
師
・
看

護
師
が
一
日
最
大
７
０
０
人
必

要
と
。
国
民
の
７
割
が
中
止
を

願
っ
て
い
る
▼
Ｇ
Ｗ
の
直
前
に

Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

に
晒
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

カ
ー
ド
情
報
や
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
は
不
用
意
に
入
力
せ
ず
、

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
る
こ
と
が

大
事
。

若
手
・
女
性
の
代
議
員
も
多
数
参
加

前
原
町
分
会
で
は
30
歳
代
の
分
会
長
が
誕
生
！ 

小金井国分寺支部・第５３回定期大会を開催小金井国分寺支部・第５３回定期大会を開催
３度目の緊急事態宣言が目前に迫るなか

４
月
８
日
に
適
用
さ
れ
た

「
ま
ん
延
防
止
等
緊
急
措
置
」

が
思
っ
た
ほ
ど
の
効
果
を
発
揮

せ
ず
、
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
発
出
が
検
討
さ
れ
て
い
る
最

中
の
４
月
18
日
㈰
、
国
分
寺
労

政
会
館
で
第
53
回
定
期
大
会
を

開
催
し
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
定
期
大
会
は
、
昨
年

か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
を
念
頭
に
半
日
開
催
の
大

会
と
し
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

会
場
の
使
用
人
数
制
限
も
あ
り
、

選
出
さ
れ
た
代
議
員
の
中
か
ら

参
加
代
議
員
を
絞
り
込
み
、
来

賓
の
参
加
も
辞
退
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
な
い
全
体
で
52
人
の

参
加
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
大

会
と
あ
っ
て
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
全
て
に

於
い
て
い
つ
も
と
大
き
く
違
う

定
期
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

長
根
大
会
準
備
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
議
長
に
高
橋

功
美
さ
ん
（
国
①
）、資
格
審
査

委
員
長
に
矢
吹
正
弘
さ
ん
（
国

西
）、選
挙
管
理
委
員
長
に
永
井

建
雄
さ
ん
（
国
①
）、大
会
書
記

に
佐
藤
省
子
さ
ん
（
書
記
局
）

を
選
出
し
議
事
を
進
行
し
ま
し

た
。
鯉
淵
執
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
の
冒
頭
、
昨
年
度
中
に
亡

く
な
ら
れ
た
12
人
の
仲
間
の
死

を
悼
み
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
中
に

は
、
支
部
や
分
会
で
組
合
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
仲
間
や
ア
ス
ベ

ス
ト
疾
患
で
亡
く
な
ら
れ
た
仲

間
も
含
ま
れ
て
お
り
、
無
念
や

る
か
た
な
い
雰
囲
気
が
会
場
を

包
み
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
南
書
記
長
の

基
調
報
告
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
振

り
回
さ
れ
た
一
年
の
活
動
の
総

括
と
各
専
門
部
の
新
年
度
方
針

を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
南
雲

財
政
部
長
か
ら
決
算
報
告
と
予

算
案
の
提
案
ま
で
を
一
気
に
行

な
い
総
括
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

大
会
表
彰
の
あ
と
、
浪
川
執
行

委
員
に
よ
る
大
会
宣
言
の
提
案
、

星
書
記
次
長
に
よ
る
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
提
案
を
行
な
い
、
全

て
の
提
案
が
拍
手
で
確
認
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
朝
倉
組
織
部

長
か
ら
の
春
の
拡
大
運
動
の
提

案
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
南
雲

副
委
員
長
に
よ
る
閉
会
あ
い
さ

つ
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
今
回

の
支
部
定
期
大
会
は
異
例
尽
く

し
と
な
り
ま
し
た
が
大
き
な
混

乱
も
な
く
終
了
し
た
も
の
の
時

間
の
制
約
が
あ
る
中
で
の
大
会

と
な
り
、
充
分
な
議
論
を
深
め

る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
っ
ぽ
う
で
、
各
分
会
か

ら
選
出
さ
れ
た
参
加
代
議
員
は

若
手
や
女
性
が
多
く
、
例
年
以

上
に
活
気
の
あ
る
大
会
と
も
な

り
ま
し
た
。
新
年
度
役
員
と
し

て
選
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
以
下

の
通
り
で
す
。

執
行
委
員
長	

鯉
淵　

勝
也
（
国
②
）

副
執
行
委
員
長	

南
雲　

正
博
（
国
③
）

	

平
松　

省
二
（
国
④
）

	

朝
倉　

法
明
（
東
小
）

書
記
長	

南　
　

哲
司
（
前
原
）

書
記
次
長	

星　
　

清
志
（
書
記
局
）

	

片
桐　

由
輝
（
書
記
局
）

	

小
野
寺
和
也
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員	

高
橋　

勇
一
（
国
①
）

	

西
澤　

栄
一
（
国
②
）

	

古
谷　

文
夫
（
国
③
）

	

長
根　

政
勝
（
国
西
）

	

中
川　

和
美
（
小
①
）

	

橋
本　

成
彦
（
前
原
）

	

渡
邉　

信
義
（
小
西
）

	

大
久
保
博
子
（
東
小
）

常
任
執
行
委
員
待
遇	

篠
崎　
　

弘
（
長
楽
の
会
会
長
）

	

選　

出　

中
（
青
年
部
部
長
）

	

選　

出　

中
（
女
性
の
会
会
長
）

	

大
竹　

正
吉
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
）

執
行
委
員	

高
橋　

功
美
（
国
①
）

	

渡
邊　

英
治
（
国
②
）

	

選　

出　

中
（
国
③
）

	

佐
藤　

末
男
（
国
④
）

	

矢
吹　

正
弘
（
国
西
）

	

浪
川　

文
雄
（
小
①
）

	

畠
中　

隆
行
（
前
原
）

	

森
谷　

結
治
（
小
西
）

	

住
友　

吉
衛
（
東
小
）

執
行
委
員
待
遇	

恩
田　

明
憲
（
住
宅
セ
ン
タ
ー
会
長
）

会
計
監
査	

秋
山　

利
治
（
国
①
）

	

河
邉　

當
正
（
小
①
）

２
０
２
１
年
度
役
員

若手や女性の参加が多い大会に！
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４
月
号
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
回
答　
①
左
端
の
人
の
ネ
ク
タ
イ
の
長
さ　

②
犬
の
近
く
の

調
味
料
の
位
置　

③
中
央
の
人
の
エ
プ
ロ
ン
の
ネ
ッ
ク
ラ
イ
ン　

④
の
り
の
缶
の
大
き
さ　

⑤
つ

ぼ
の
ふ
た　

⑥
フ
ラ
イ
パ
ン
か
ら
飛
び
出
し
た
ソ
ー
セ
ー
ジ　

⑦
右
端
の
椅
子
の
横
棒

◇
４
月
号
の
間
違
い
さ
が
し
の
当
選
者
…
古
本
金
雄
さ
ん（
国
④
）
※
当
選
者
に
は
粗
品
を
郵
送
し
ま
す

緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金一時支援金一時支援金一時支援金
　３月８日から申請受付が開始された一時支援金について、給付対象が「緊急事態宣言
に伴う飲食店時短営業または外出自粛等の影響を受けていること」という条件から、飲
食関係だけが対象と思われていました。
　しかし、「お客さんが外出自粛をしたため売上が減った」という理由で他支部の工務店
の仲間が給付を受けました。また工務店の下請の電気工も「工務店の受注減で売上が減っ
た」ことを理由に給付することができました。
　小金井国分寺支部の仲間も対象になる可能性があります。必須条件（１、２、３月で
50％減）に該当したら組合へ相談してください。また仲間にも広めてください。

《必須条件①が当てはまったら、②、③の条件は組合に相談》
①	2019年比または2020年比で2021年の１月、２月、３月の任意の月で売り
上げが50％以上減少していること

②	緊急事態宣言に伴う外出自粛等の影響を受けていること（宣言地域における不
要不急の外出・移動の自粛による直接的な影響を受けていること）

③	申請には登録確認機関による事前確認が必要です。
　持続化給付金は不正受給が多かったことから、「一時支援金」では、事前確認が必
要になりました。確認は登録をした税理士、行政書士、金融機関などが行ないます。
組合でも「行政書士による事前確認会」を実施します。※要予約

【とき（夜の部）】	５/18㈫、24㈪、27㈭ 19時～
【とき（昼の部）】	５/25㈫ 14時～16時　※会場はともに組合事務所

《組合で一緒に「書類作り」と「データ入力」を行なう申請前の準備会》
【個人の持ち物】	帳簿（Ｒ１年１月～Ｒ３年３月の売上台帳、請求書、領収書）免許証、

確定申告書控え２年分（Ｒ１、２年）、通帳（Ｒ１年以降）、上位会社の
住所・電話、スマートフォン（メールアドレス）。

	 ※法人は問合せください。　※要予約
【とき（夜の部）】	５/18㈫、24㈪ 17時～20時
【とき（日曜日）】	５/23㈰９時～（午前中）　※会場はともに組合事務所

〈申請受付期間〉５月31日㈪まで〈申請受付期間〉５月31日㈪まで
〈給付額〉は法人60万円上限、個人事業主30万円上限〈給付額〉は法人60万円上限、個人事業主30万円上限

【
国
②
分
会
・
中
村
勝
也
／
東

小
分
会
・
朝
倉
法
明
記
】
国
分

寺
第
二
分
会
に
所
属
し
て
い
る

村
越
勝
義
さ
ん
（
株
式
会
社
山

口
屋
）
は
現
在
リ
フ
ォ
ー
ム
設

備
の
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

３
月
後
半
の
土
・
日
、
自
社

ビ
ル
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
駐
車

ス
ペ
ー
ス
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
な
ど

各
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
展
示
、

２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
て
い
る
会
場
を
二
人
で
訪

ね
ま
し
た
。
最
新
機
種
の
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
・
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
・
キ
ッ
チ
ン
・
二
重
サ
ッ
シ

・
空
調
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
質

問
に
は
山
口
屋
の
社
員
と
各
社

の
メ
ー
カ
ー
の
方
が
丁
寧
に
対

応
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
階
の

受
付
に
行
き
ま
し
た
。
来
場
者

向
け
お
土
産
の
竹
炭
入
り
小
箱

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
右
の
壁

に
ポ
ス
タ
ー
が
飾
っ
て
あ
り
、

写
真
の
横
に
創
業
90
周
年
記
念
！

の
文
字
。
90
年
前
に
竹
炭
（
当

時
の
燃
料
）
の
販
売
を
始
め
た

の
が
山
口
屋
の
ス
タ
ー
ト
。扱
う

商
品
が
ど
れ
だ
け
変
わ
っ
て
き

た
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、戦
前
、

戦
中
、
戦
後
そ
し
て
急
成
長
と

バ
ブ
ル
崩
壊
、
さ
ま
ざ
ま
な
景

気
の
波
を
超
え
て
の
90
年
の
歴

史
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
展
示
会
で
も
、
包
丁

研
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
て
根
強
い

人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
参
考

に
し
た
の
が
、
組
合
の
住
宅
デ

ー
だ
そ
う
で
す
。
昨
年
、
支
部

で
行
な
っ
た
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ

ス
デ
ー
（
新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

し
た
住
宅
デ
ー
の
代
わ
り
）
に

も
、
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
包
丁

を
持
参
し
た
フ
ァ
ン
の
方
も
い

ま
し
た
。
職
人
技
術
も
真
似
る

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
、
商
売

も
真
似
を
し
て
地
域
の
仕
事
を

増
や
し
ま
し
ょ
う
。

※
な
お
、
山
口
屋
の
屋
号
は
先

代
が
勤
め
て
い
た
炭
問
屋
・

	

山
口
屋
（
い
ま
の
新
宿
紀
伊

國
屋
あ
た
り
）
さ
ん
か
ら
の

暖
簾
分
け
だ
そ
う
で
す
。

支
部
の
住
宅
デ
ー
は
今
年
も
中
止
で
す
が
…

支
部
の
住
宅
デ
ー
は
今
年
も
中
止
で
す
が
…

地
域
地
域
にに
感
謝
感
謝
のの
住
宅
住
宅
デ
ー
も

デ
ー
も
色
々
色
々
で
す
で
す

春春のの拡大月間絶賛取拡大月間絶賛取りり組組みみ中‼中‼
仲間仲間をを組合組合にに紹介紹介してくださいしてください
春春のの拡大月間絶賛取拡大月間絶賛取りり組組みみ中‼中‼
仲間仲間をを組合組合にに紹介紹介してくださいしてください

３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が

５
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
春
の

拡
大
月
間
の
行
動
は
、
緊
急
事

態
宣
言
を
受
け
て
組
合
員
訪
問

を
自
粛
し
て
い
ま
す
が
、
先
の

見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
、
困
っ
て
い
る
仲
間
に
手

を
差
し
伸
べ
る
取
り
組
み
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
各
分
会
の

機
関
会
議
で
一
時
支
援
金
な
ど

の
支
援
制
度
を
伝
え
「
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
組
合
に
相
談

を
！
」
を
未
加
入
の
仲
間
に
も

広
め
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
仲

間
を
ぜ
ひ
組
合
に
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。

【
書
記
局
・
坪
野
幹
記
】
支
部

大
会
終
了
後
に
急
激
に
体
調
が

悪
く
な
り
、
携
帯
し
て
い
た
電

子
体
温
計
で
検
温
し
た
ら
37
℃

後
半
。
１
週
間
ほ
ど
前
か
ら
喉

の
痛
み
は
あ
っ
た
が
、
非
接
触

型
の
体
温
計
で
毎
日
検
温
は
か

か
さ
ず
36
℃
前
半
だ
っ
た
。
し

か
し
３
日
ほ
ど
前
か
ら
、
少
し

前
に
脱
臼
し
た
肩
に
激
痛
が
あ

り
夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
が

続
い
て
い
た
。
帰
宅
し
て
改
め

て
電
子
体
温
計
で
検
温
す
る
と

38
℃
。
マ
ズ
イ
と
思
い
す
ぐ
に

東
京
都
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に

電
話
し
た
が
対
応
の
悪
さ
に
驚

い
た
。
相
談
員
の
人
に
現
状
を

説
明
し
た
と
こ
ろ
「
今
日
中
に

診
察
を
受
け
た
い
感
じ
で
す

か
」と
の
こ
と
。「
こ
の
状
態
で

今
日
診
察
を
受
け
な
く
て
も
大

丈
夫
な
の
で
す
か
」
と
逆
に
質

問
し
た
と
こ
ろ
「
そ
れ
は
ご
本

人
が
希
望
す
る
か
ど
う
か
な
の

で
」。
今
の
東
京
都
の
感
染
の

広
が
り
を
考
え
る
と
驚
き
の
対

応
だ
っ
た
。

相
談
セ
ン
タ
ー
は
あ
て
に
な

ら
な
い
と
思
い
、
自
宅
か
ら
車

で
30
分
の
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

に
あ
る
「
ふ
じ
み
野
救
急
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
に
す
ぐ
に
向
か
い
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
し

た
。
こ
の
病
院
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
精
度
の
高
い
検
査
方
法
で

希
望
者
な
ら
い
つ
で
も
・
誰
で

も
検
査
を
受
け
ら
れ
、
風
邪
の

症
状
が
あ
れ
ば
検
査
に
保
険
が

適
用
さ
れ
る
点
だ
。
ま
た
、
午

後
３
時
ま
で
に
検
査
を
受
け
れ

ば
当
日
の
夜
に
結
果
が
で
る
。

結
果
は
ス
マ
ホ
の
専
用
ア
プ
リ

を
使
い
自
分
で
確
認
。
問
診
な

ど
を
含
め
て
30
分
ほ
ど
で
検
査

が
終
了
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
を
覚
悟
し
な
が
ら
自
宅
で
待

機
。
午
後
８
時
過
ぎ
に
陰
性
の

結
果
が
確
認
で
き
て
、
体
調
が

悪
い
な
が
ら
も
ホ
っ
と
し
た
。

翌
日
、
か
か
り
つ
け
医
を
受

診
し
て
色
々
と
話
し
を
し
た
と

こ
ろ
、
東
京
都
は
検
査
な
ど
の

コ
ロ
ナ
対
応
を
病
院
に
丸
投
げ

で
保
健
所
で
は
対
応
し
て
い
な

い
と
の
事
。
な
ら
ば
発
熱
相
談

セ
ン
タ
ー
の
対
応
も
何
と
な
く

納
得
。
国
も
東
京
都
も
「
ま
ん

防
だ
」「
緊
急
事
態
宣
言
だ
」と

言
っ
て
飲
食
店
な
ど
に
時
短
営

業
を
強
要
し
国
民
の
行
動
を
制

限
し
て
い
る
が
、
本
当
に
必
要

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

こ
と
を
実
感
し
た
。

発
熱
は
無
く
て
も
体
調
不
良

が
出
た
ら
と
に
か
く
す
ぐ
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
、
検
査
で
陽
性
反
応

が
出
た
ら
入
院
な
ど
の
対
処
。

当
然
コ
ロ
ナ
対
応
で
き
る
医
療

施
設
の
拡
充
も
必
要
。
し
か
し

国
も
東
京
都
も
検
査
数
を
増
や

す
こ
と
す
ら
忌
避
し
て
隠
れ
た

感
染
者
を
野
放
し
に
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
感
染
拡
大
が
お

さ
ま
る
は
ず
は
な
い
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
躍
起
に
な

ら
ず
、
国
民
の
命
と
生
活
を
守

る
政
治
に
今
す
ぐ
転
換
し
て
も

ら
い
た
い
と
改
め
て
思
っ
た
。

命を守るコロナ対策に早急に転換を !命を守るコロナ対策に早急に転換を !
国も東京都もどうなってるの？国も東京都もどうなってるの？
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